
実際の監査現場（模擬監査）を体験しながら実践ノウハウを習得できる！！

バーチャル製造所を用いた模擬監査を通じて、監査アジェンダの立て方、現場・文書
からのリスク抽出、指摘事項のグループ化とランキング、講評ミーティングでの効果的
なフィードバックまでを一連の流れとして体験します。さらに、ロールプレイングに
より、監査者・被監査者双方の視点を理解し、現場で「納得感のある監査」を実施できる
実践力を養成します。次の監査から即使えるノウハウを身につけるための体験型講座！！

★日時：2026年3月23日（月）10:00～16:00
★会場：TH企画セミナルームA

都営浅草線・三田線：三田駅 徒歩3分（A9出口）
JR田町駅：徒歩7分（三田口）

★受講料：1名 49,500円（消費税込）
同一セミナー同一企業同時複数人数申込みの場合 1名44,000円

★受講資料： PDF資料（受講料に含む）

【講師の言葉】 サプライヤ監査では、現場ツアーや書類確認で観察されたことから何を指摘事項として、どのよう
にまとめてフィードバックするかのノウハウは実経験によることが多い。監査経験を多く積むには機会が少なければ
時間がかかってしまい、なかなか監査スキルが向上しにくい。
本講座ではバーチャル監査を通じて、監査アジェンダの作成、監査ノートから指摘事項や強み・良い点の抽出、指

摘事項のグループ化、フィードバック資料のまとめ方について、ケーススタディとして受講者各自で作業していただ
くことで体験できる。また、講評ミーティングでロールプレイングを行うことで、監査者がいかに被監査者の理解を
深めたフィードバックができるか、被監査者はいかに反論するかを実体験できる。

【受講形式】会場受講のみ ※実際に模擬監査に取り組んでいただきます。
【予備知識】サプライヤ監査の進め方についての知識があれば望ましい。
【受講対象】監査の知識がある方でサプライヤ監査を行う可能性のある方。できれば監査経験が少しでもあった方が望ましい。
【習得知識】１）監査アジェンダの作成のコツ ２）指摘事項の抽出、まとめ方のコツ

３）指摘事項のグループ化 ４）効果的なフィードバックのしかた など
【持参品】受講者の方も各自ノートPCをご準備ください。※ご用意が難しい場合はご相談ください。

◆セミナーお申込要領
・弊社ホームページの申込欄又は、E-mailかFAXにてお申し込みください。
・受付後、受講票・請求書等をメールで送信します。
・開催日の8日前以内のキャンセルの場合、受講料の全額を申し受けます。

◆申込先

株式会社TH企画
〒108-0014 東京都港区芝４丁目5-11 芝プラザビル５F

TEL: 03-6435-1138 FAX：03-6435-3685

Email：th@thplan.com
URL: https://www.thplan.com/
詳細、その他のセミナーは、ホームページをご覧ください。

サイト内
キーワード検索

0323
（開催日）

検索 TH企画

◆申込書：2026年3月23日セミナー
会社名： 部署名：
住所：
TEL： FAX：
氏名：
Email：

“超実践的”サプライヤ監査のための監査員養成実践講座
～バーチャル監査による監査アジェンダの作成、
指摘事項のまとめ方とランキング、フィードバックのしかた～ ※11名様限定募集

会場受講

【講師】 株式会社ヨッシャン 代表取締役 森 一史 先生
元サノフィ（株）グローバル品質監査部門アジアパシフィック担当監査担当部長

１．はじめに

２．監査の進め方
監査の進め方について説明します。
監査アジェンダの作成、ヒアリングとノートの取り方
指摘事項のグループ化とランキング、講評ミーティング

３．監査の状況
今回監査を行う状況（想定）を説明します。

４．バーチャル製造所の紹介
ケーススタディの製造所を簡単に紹介します。

５．監査アジェンダの作成（演習）
※作成用シートを配布しますので、ケーススタディの製造所の
紹介を読んでリスク分析を行い、監査の状況に合わせて監査
アジェンダを作成していただきます。

６．監査ノートから指摘事項のまとめ（演習）
指摘事項のグループ化
※グループ化に使うエクセルシートを配布しますので、

         エクセルシートを使って指摘事項をグループ化します。
指摘事項のランキング
指摘事項の定義に基づいてランキングを行います。
講評ミーティング準備
※講評ミーティング用のひな型を配布しますので、
ひな型を使って、強み・長所や指摘事項をまとめてください。

７．講評ミーティング（演習）
監査者（チーム）と被監査者に分かれてロールプレイングを
行います。

質疑・応答
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